
広
西
壮
族
自
治
区（
日
本
の
県
に
相
当
す
る
）

は
「
桂
」
と
略
称
し
、
面
積
二
三
・
六
万
裄
、

区
都
は
南
寧
市
で
あ
る
。
広
西
は
東
は
広
東
省

と
隣
接
し
、
南
は
北
部
湾
に
面
し
、
東
南
は
海

を
隔
て
て
海
南
省
を
望
み
、
西
南
は
ベ
ト
ナ
ム

と
の
六
三
七
㎞
の
国
境
線
を
有
し
て
い
る
。
国

境
、
沿
海
、
沿
川
と
い
う
地
理
的
利
点
を
備
え
、

最
も
簡
単
に
海
に
出
ら
れ
る
西
南
地
区
の
交
通

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

広
西
は
低
緯
度
で
、
気
候
は
亜
熱
帯
性
の
湿

潤
型
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に
属
し
、
冬
は
短
く
て

暖
か
く
、
夏
は
長
く
て
暑
い
。
年
間
平
均
気
温

は
一
七
〜
二
二
度
、
降
雨
量
は
一
六
〇
〇
〜
二

七
〇
〇
㎜
、
日
照
時
間
は
一
六
〇
〇
〜
一
八
〇

〇
時
間
、
農
作
物
が
年
間
を
通
し
て
収
穫
で
き

る
。ま

た
、
広
西
は
中
国
で
少
数
民
族
の
人
口
が

一
番
多
い
自
治
区
で
あ
る
。
総
人
口
四
七
一
三

万
人
（
一
九
九
九
年
）
の
中
で
、
少
数
民
族
は

一
七
九
五
万
人
、三
八
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。

壮
族
が
広
西
の
主
要
な
民
族
で
あ
り
、
広
西
総

人
口
の
三
二
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
広
西
は
豊
富
な
自
然
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
川
が
多
く
、
一
人
当
た
り
の
水
資
源

保
有
量
は
全
国
平
均
の
二
倍
で
あ
る
。
鉱
物
・

海
洋
・
植
物
・
動
物
・
森
林
等
の
資
源
も
非
常

に
豊
富
で
あ
る
。
主
要
産
業
は
水
力
発
電
を
主

と
す
る
電
力
工
業
、
製
糖
業
、
非
鉄
金
属
工
業
、

建
材
工
業
及
び
自
動
車
を
主
と
す
る
機
械
工
業

で
あ
る
。

広
西
に
は
桂
林
両
江
国
際
空
港
、
南
寧
、
北

海
、
柳
州
、
梧
州
の
五
空
港
及
び
一
〇
九
本
の

航
空
路
線
（
国
際
線
が
五
本
）
が
あ
る
。
日
本

と
の
友
好
都
市
に
は
、
広
西
壮
族
自
治
区
―
熊

本
県
、
桂
林
市
―
熊
本
県
熊
本
市
及
び
北
海
市

―
熊
本
県
八
代
市
が
あ
る
。

 
  広西 

海外の地方自治体

広西壮
（チワン）

族自治区
中華人民共和国

広西壮族自治区は中国大陸の南端に位置し、ベトナムと国境を接している。
最も美しいカルスト景観・桂林を有し、多くの少数民族人口を抱えるととも
に、中国の「歌の神様」とされる劉三姉の故郷で昔から名が高い。20世紀70、
80年代において、中国・ベトナム戦争で最前線に位置していた影響もあって、
経済的には今なお立ち遅れているが、現在、西部大開発の熱気が高まる中で、
ASEAN各国と中国との交流拠点として中国国内で注目を集めている。

(財)自治体国際化協会北京事務所
調査員　李　暁潔

概
　
況

世界に扉を開く壮
（チワン）

族の故郷
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一
六
八
〇
年
余
り
の
歴
史
を
も
つ
南
寧
市

は
、
広
西
の
西
南
部
に
位
置
し
、
ベ
ト
ナ
ム
に

非
常
に
近
い
の
で
、
昔
か
ら
軍
事
的
な
要
衝
と

な
っ
て
お
り
、
一
三
二
四
年
（
唐
朝
）
に
、
南

寧
と
い
う
名
前
に
変
更
さ
れ
た
（
中
国
南
部
が

平
穏
・
安
寧
で
あ
る
と
い
う
意
味
と
の
こ
と
で

あ
る
。）。

人
口
は
二
九
一
万
四
一
〇
〇
人
（
二
〇
〇
〇

年
末
）、
そ
の
う
ち
都
市
部
人
口
は
九
一
万
一

一
〇
〇
人
で
、市
街
区
総
面
積
は
一
万
二
九
裄
。

全
市
に
は
三
五
の
民
族
が
居
住
し
、
そ
の
中
で

壮
族
が
全
人
口
の
六
割
を
占
め
て
い
る
。

交
通
面
で
は
湘
桂
（
湖
南
省
・
長
沙
市
〜
桂

林
市
）、
南
昆
（
南
寧
市
〜
雲
南
省
・
昆
明
市
）

鉄
道
な
ど
い
く
つ
か
の
幹
線
が
こ
こ
で
交
わ

り
、
そ
の
間
を
川
が
流
れ
、
水
・
陸
・
空
の
交

通
の
要
所
と
な
っ
て
い
る
。

緑
の
町
と
い
わ
れ
て
い
る
南
寧
市
は
緑
化
率

が
三
七
％
に
達
し
、
国
家
レ
ベ
ル
の
ガ
ー
デ

ン
・
シ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。
樹
木
が
枯
れ
た

寒
い
冬
の
北
京
か
ら
飛
ん
で
き
た
者
に
は
、
暖

か
く
て
潤
い
の
あ
る
南
寧
の
至
る
所
に
溢
れ
て

い
る
緑
や
鮮
や
か
な
花
な
ど
は
大
き
な
驚
き
だ

っ
た
。
道
の
両
側
に
並
ん
で
い
る
高
い
熱
帯
樹

の
下
で
は
子
ど
も
が
遊
ん
だ
り
、
年
寄
り
が
ゆ

っ
た
り
と
散
歩
し
た
り
し
て
自
然
に
親
し
む
生

省
都
・
南
寧
市
―
―
眠
ら
な
い
「
緑
の
町
」
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日
本
で
広
西
壮
族
自
治
区
を
知
っ
て
い
る
人

は
少
な
い
が
、
広
西
に
あ
る
桂
林
を
知
ら
な
い

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。

桂
林
は
二
〇
〇
〇
余
年
の
歴
史
を
有
す
る
街

で
あ
り
、
一
九
八
五
年
に
中
国
の
十
大
観
光
地

の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
、
万
里
の
長
城
に
次
ぐ
中

国
第
二
位
の
観
光
地
と
認
め
ら
れ
た
。
桂
林
に

は
独
特
で
不
思
議
な
カ
ル
ス
ト
地
形
、
水
が
透

明
で
き
れ
い
な
川
―
―
漓
江
が
あ
る
。
百
里
に

わ
た
る
山
水
画
廊
の
よ
う
な
漓
江
は
、
緑
の
ベ

ル
ト
の
よ
う
で
、
山
々
の
間
を
流
れ
、
桂
林
市

か
ら
陽
朔
ま
で
の
八
三
㎞
の
川
下
り
の
行
程

は
、
沿
岸
の
山
々
の
影
が
川
面
に
映
り
、
色
と

り
ど
り
の
き
れ
い
な
絵
巻
を
形
作
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
か
ら
、
桂
林
市
政
府
は
二
〇
億

元
余
り
（
一
元
＝
約
一
六
円
）
を
投
資
し
、

「
両
江
四
湖
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
現
在
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
期
が

終
わ
り
、第
二
期
が
着
工
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
漓
江
、
桃
花
江
、

杉
湖
、
榕
湖
、
桂
湖
及
び
新
し
く
開
削
し
た
木

龍
湖
が
相
互
に
繋
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
内

の
湖
の
面
積
は
四
〇
万
裃
に
拡
大
さ
れ
、
四
湖

は
中
国
で
水
質
が
最
も
良
い
都
市
内
の
湖
の
ひ

と
つ
に
選
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
夜
に
は

遊
覧
船
が
「
両
江
四
湖
」
を
周
遊
し
、
観
光
客

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
美
し
く
輝
く
「
金
・
銀

塔
」
が
水
面
に
映
り
、
船
は
様
々
な
形
を
し
た

橋
の
下
を
通
り
、
両
岸
に
あ
る
珍
し
い
種
類
の

木
の
影
に
、
一
〇
〇
〇
年
前
に
唐
代
の
文
人
た

ち
が
楽
し
ん
で
い
た
時
代
に
戻
っ
た
感
覚
を
覚

え
る
。

桂
林
市
―
―
「
天
下
に
甲
た
る
山
水
」
の
名
城

蛩南寧市

活
を
し
て
い
る
。
中
国
の
北
方
地
域
と
違
い
、

夕
刻
職
場
を
出
た
人
々
は
、
直
接
家
へ
帰
ら
ず

友
だ
ち
や
同
僚
を
誘
っ
て
食
事
を
し
て
か
ら
、

深
夜
ま
で
喫
茶
店
で
ト
ラ
ン
プ
・
マ
ー
ジ
ャ
ン

等
を
し
た
り
し
て
い
る
。
市
街
地
に
は
、
多
く

の
喫
茶
店
や
飲
食
店
・
美
容
院
等
が
あ
り
、
昼

は
静
か
で
閑
散
と
し
た
南
寧
は
、
夜
に
は
賑
や

か
で
眠
ら
な
い
街
に
変
貌
す
る
。

蛩桂林市・山紫水明の街

防
城
港
市
は
一
九
九
三
年
に
政
府
の
承
認
を

得
て
設
立
さ
れ
た
自
治
区
管
轄
市
。
面
積
が
六

一
〇
〇
裄
。
同
市
に
は
大
陸
海
岸
線
が
五
八
〇

㎞
、
国
境
線
（
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
）
が
二
三
〇

㎞
、
域
内
に
は
一
〇
余
り
の
港
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
四
つ
の
国
家
一
級（
中
国
の
最
高
レ
ベ
ル
）

港
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
西
部
地
域
で
最
大
の

港
で
あ
る
。
防
城
港
は
「
水
深
が
深
い
」、「
風

を
避
け
る
」、「
堆
積
し
な
い
」、「
航
路
が
短
い
」

及
び
「
利
用
で
き
る
海
岸
線
が
長
い
」
と
い
う

特
徴
を
も
ち
、
二
六
バ
ー
ス
の
う
ち
一
万
ｔ
バ

ー
ス
が
一
一
と
い
う
中
国
の
要
と
な
る
港
で
あ

る
。
全
国
で
四
番
目
の
セ
メ
ン
ト
輸
出
基
地
及

び
三
大
食
糧
集
散
地
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
西
南

地
区
に
お
け
る
重
要
な
物
資
搬
出
の
玄
関
で
あ

る
。中

央
政
府
及
び
広
西
政
府
は
同
市
を
中
国
の

「
西
南
地
域
の
海
へ
の
出
口
」
と
し
て
位
置
づ

け
、
そ
の
機
能
を
整
備
す
る
た
め
、
大
規
模
な

開
発
・
建
設
を
進
め
て
い
る
。

防
城
港
市
―
―
中
国
西
部
地
域
で
最
も
重
要
な
天
然
港
の
ひ
と
つ
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蛩防城港市・港の風景

蛩東興市・ベトナム風の住宅

東
興
市
は
中
国
大
陸
海
岸
線
の
最
も
西
南
端

に
位
置
し
、
ベ
ト
ナ
ム
と
隣
接
す
る
。
そ
の
う

ち
、
海
沿
い
の
国
境
線
が
五
〇
㎞
、
陸
地
沿
い

の
国
境
線
が
二
七
・
二
五
㎞
。
東
興
市
と
、
ベ

ト
ナ
ム
最
大
の
経
済
開
放
区
で
あ
る
「
芒
街
口

岸
経
済
区
」と
の
間
に
は
一
本
の
川
し
か
な
く
、

両
岸
は
わ
ず
か
一
〇
〇
ｍ
の
至
近
距
離
に
あ

る
。東

興
市
は
、
一
九
九
二
年
に
東
興
辺
境
経
済

合
作
区
と
し
て
設
立
さ
れ
、
一
九
九
六
年
に
政

府
に
よ
り
、
県
級
市
に
昇
格
さ
れ
た
。
下
に
は

三
つ
の
鎮
、
三
三
の
村
が
あ
り
、
面
積
が
五
四

〇
・
七
裄
、
総
人
口
が
一
一
万
人
。

同
市
は
中
国
唯
一
の
京
族
の
居
住
地
で
あ

る
。京
族
は
ベ
ト
ナ
ム
人
と
祖
先
を
等
し
く
し
、

生
活
習
慣
や
建
築
等
も
ベ
ト
ナ
ム
と
よ
く
似
て

い
る
。
東
興
市
に
入
る
と
、
中
国
の
他
の
地
域

で
は
見
ら
れ
な
い
フ
ラ
ン
ス
風
の
建
物
が
目
立

つ
。
住
宅
に
は
広
い
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
り
、
青
や

黄
色
等
の
鮮
や
か
な
色
が
多
く
使
わ
れ
、
ベ
ト

ナ
ム
に
入
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
。

近
年
、
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
と
も
経
済
開

放
・
振
興
政
策
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
国
境

に
位
置
す
る
東
興
市
に
は
大
き
な
発
展
の
チ
ャ

ン
ス
が
訪
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
に
同
市
の

輸
出
入
取
扱
額
が
一
・
五
八
億
ド
ル
に
達
し
、

二
〇
〇
一
年
と
比
べ
で
七
二
％
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
市
を
経
由
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
行

く
観
光
客
が
非
常
に
多
く
、
二
〇
〇
一
年
に
は

延
べ
一
二
〇
万
人
に
達
し
た
。
毎
日
、
船
に
乗

り
、
あ
る
い
は
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
間
の
「
友
誼

橋
」
を
渡
り
、
中
国
側
で
商
売
を
す
る
ベ
ト
ナ

ム
人
も
非
常
に
多
い
。同
市
政
府
の
紹
介
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
は
広
西
を
発
展
の
目
標
に
し
て
「
一

〇
年
間
で
広
西
に
追
い
つ
こ
う
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
出
し
た
そ
う
で
あ
る
。
今
後
、
両
地

域
は
国
境
貿
易
を
更
に
拡
大
さ
せ
、
大
き
く
発

展
し
て
い
く
と
期
待
さ
れ
る
。

広
西
は
、
戦
争
で
一
九
七
〇
、
八
〇
年
代
の

発
展
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
た
が
、
西
部
大
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由

貿
易
区
の
計
画
と
と
も
に
、
他
の
中
国
沿
海
地

域
の
発
展
の
歩
み
を
追
い
か
け
て
い
る
。

九
〇
年
代
に
は
、
広
西
の
経
済
も
高
度
成
長

時
代
に
入
り
、
九
一
年
か
ら
現
在
ま
で
、
各
年

平
均
の
経
済
成
長
率
は
一
〇
％
以
上
で
、
最
も

高
い
年
が
一
六
％
に
達
す
る
等
、
目
覚
し
い
発

展
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
中
国
と
東

南
ア
ジ
ア
と
の
経
済
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
特
に
地
理
的
優
位
性
を
も
つ
広
西

は
、
更
に
大
き
な
発
展
の
潜
在
力
を
秘
め
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
広
西
に
は
ア
メ
リ

カ
の
大
手
飲
料
会
社
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
携
帯

電
話
メ
ー
カ
ー
、
韓
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
及

び
東
南
ア
ジ
ア
の
チ
ャ
・
タ
イ
グ
ル
ー
プ
等
、

二
〇
の
国
際
的
な
大
企
業
や
多
国
籍
企
業
の
一

部
が
そ
の
発
展
の
潜
在
力
に
魅
力
を
感
じ
、
投

資
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
日
本
と

の
経
済
交
流
は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
く
、
進
出

お
わ
り
に

東
興
市
―
―
ベ
ト
ナ
ム
と
つ
な
が
る
掛
け
橋

企
業
は
電
機
メ
ー
カ
ー
一
社
の
み
で
あ
る
。
ま

た
、
友
好
交
流
面
で
も
日
本
と
の
友
好
都
市
は

三
自
治
体
し
か
な
い
。広
西
の
政
府
関
係
者
は
、

日
本
に
広
西
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
他
の
日
本
の
自

治
体
と
も
積
極
的
に
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
る
。

今
回
、
美
し
い
広
西
を
視
察
し
、
そ
の
経
済

発
展
の
歩
み
と
文
化
的
な
多
様
性
、
素
朴
で
親

切
な
人
々
に
深
い
印
象
を
持
っ
た
。
今
後
の
広

西
の
社
会
経
済
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
強
く
願

う
次
第
で
あ
る
。




